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お⽶作りの農業体験プログラムにおける動物との出会いについて 
215037 ⼩澤 竣介（指導教員：古瀬浩史） 
 

１．はじめに 

	 田んぼは日本人の主食である米を育てる水稲耕作地であり、

日本の代表的な景観である里地里山の景観を構成する要素の

一つでもある。しかし、産業構造の変化や過疎化、貿易の自

由化などによって田んぼの維持が困難な地域も出てきている

（湊他，2011）。 
	 また、田んぼは環境教育の場としても活用されている。日

本環境教育学会の会長であった阿部は、田んぼでの環境教育

の意義として、第一に私たちの命の源である主食を生み出す

場であること、第二に様々な野生動植物の生息の場であるこ

と、第三に農業を通じて人と人が出会う場であり、田んぼを

中心としたコミュニティがつくられてきたことをあげ、「田

んぼは環境教育／ESD(持続可能な開発のための教育)の場と
して非常に優れている」と述べている(湊他，2011)。 
	 田んぼでの環境教育活動には、代掻き、田植え、稲刈り、

稲干し、脱穀等の一連の農作業を体験するものや、餅つきや

藁を利用したお飾り作りなど日本伝統文化からも様々なアプ

ローチがある。 
	 本研究では、田んぼが身近にありながら様々な動物の生息

地であることに着目し、一連の農作業を行う田んぼでの年間

活動型の環境教育プログラムが、参加者にどのような動物と

の出会いの機会をもたらすのかに着目して実践および調査を

行った。 
 
２．目的 

一年間のお米作りの農業体験において、どのような動物と

の出会いの機会が生じるのかを知るために、年間活動型の田

んぼ体験プログラムに継続的にスタッフとして参加した。ス

タッフの私は生物に関する観察や解説を担当し、下見やプロ

グラム中に出現した生物を記録した。また、プログラムの後

半に参加者に対してアンケートとインタビューを行い、一年

間の田んぼでの体験が参加者に「どのように影響したか」を

調査した。 

 

３．方法 

（１）調査場所 

山梨県大月市にある桂川ウェルネスパークが管理してい

る田んぼ（棚田）で調査を行った。この田んぼは、公園の整

備の際に新しく造成された小規模な田んぼで、森林に囲まれ

ており、太陽光が入りにくい部分があるなど、米作りにはや

や課題がある田んぼであった（図１）。 
 

 
図１ 調査対象とした田んぼの景観 

 
（２）調査対象としたプログラムと参加者 

桂川ウェルネスパークが主催する年間イベント「お米育て

隊」（全９回）を調査対象のプログラムとした。「お米育て隊」

とは、お米を育てる一連の過程と、米作りに関係した伝統行

事などを体験する年間活動型の環境教育プログラムである。

2015年5月から2016年1月まで表１の様に、月１回のペー
スで全 10 回実施された。単発のイベントとしてではなく、
同じ参加者が年間を通じて参加するシリーズのイベントとし

て開催された。 
 
表１ お米育て隊の作業内容 

回数 日付 作業内容 田んぼ作業の有無 

第１回 5/2 田起こし 有 
第２回 6/6 田植え（図２） 有 
第３回 7/4 畦豆植え 有 
第４回 8/1 かかし作り 有 
第５回 9/5 生き物探し 有 
第６回 10/10 稲刈り 有 
第７回 11/14 脱穀・精米 無 
第８回 12/12 しめ縄作り 無 
第９回 1/11 おもちつき 無 

 

 
図２ 田んぼ体験農作業の様子 
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参加者は７家族21名であった。大人10人、子供11人（男
子６人、女子５人）の子供の年齢は３歳１人、４歳４人、５

歳３人、９歳１人、10歳２人であった。 
（３）調査方法 

田んぼの作業があった第１回から第６回は、毎回冒頭に20
分程度、「田んぼの変化の観察」と「生き物探し」を実施した。

その後、各回の田んぼの農作業内容の説明を行い、作業を実

施した。作業終了後、最後にまとめとして、後述する教材を

用いて発見した生き物を確認した。ただし、第５回は「生き

物探し」をテーマとして終日生物観察を実施した。また田ん

ぼの作業がなかった第７回の脱穀＆精米のイベント終了後、

パワーポイントを使い、今まで発見した生き物の振り返りを

行った。 
第８回、９回のイベント終了時にアンケートおよびインタ

ビューを行った。これらによって田んぼでの一年間の活動を

通じて、どんな生きものが印象に残ったのか、またそれらが

どのような影響を及ぼしたかについて調査をした。 
（４）使用教材 

動物との出会いがより印象深くなるように桂川ウェルネ

スパークの田んぼの絵を描いた木製のパネル（図３ 以降「生
き物パネル」と記述）と、イベントで見つけられた動物をイ

ラスト化した教材（図４ 以降「生き物シール」と記述）を使
用した。また、プログラム中に田んぼに哺乳類の足跡のフィ

ールドサインが見つかったので、どんな動物が来ているのか

参加者と共有するためにトレイルカメラを使用した。 
 

 
図３ 生き物パネル 

 
図４ 生き物シール 

 

４．結果 

（１）動物調査結果 

下見時を含み、調査者が一年間に確認した動物の総種数は

112種であった。その内訳は、チョウ目24種、甲虫目20種、
トンボ目17種、クモ目13種、バッタ目９種、カメムシ目７
種、甲殻類２種、上記以外の無脊椎動物７種、両生類４種、

爬虫類３種、哺乳類３種、鳥類４種であった（資料参照）。た

だし、土壌生物などの微小な動物は対象としなかった。トレ

イルカメラを用いて観察した哺乳類・鳥類も観察した生物と

してカウントした。 
	 次に参加者がプログラム中に確認した動物は 42 種で、そ
の内訳はチョウ目 10 種、甲虫目４種、トンボ目８種、クモ
目２種、バッタ目３種、カメムシ目４種、甲殻類２種、それ

以外の無脊椎動物１種、両生類３種、爬虫類２種、哺乳類３

種であった。参加者が観察した動物42種のうちの42％は生
活史の一時期を水の中で過ごす水辺の生物であった。 
（２）アンケート結果 

（i）アンケートの質問項目と結果（大人対象） 

	 大人を対象としたアンケートの主な質問項目を以下に記述

する。 
問１「どんな生き物が印象に残ったか」３つお答えください。 
問２「田んぼ体験での生き物との出会いを通じて、あなたの

生き物に対する感じ方、考え方の変化はありましたか」 
問３：「田んぼ体験を通じて、お子様の生きものに対する接し

方や反応に変化を感じられましたか。」 
問１の質問に対し、一番多く挙げられた動物は大人９人中

７人回答があったトンボだった。コメントでは「様々な種類

のトンボを見つけ、違いや名前を子供達が確認したため」「子

供たちがよく捕まえていたので」「種類の多さに驚いた」「捕

まえるのが難しかった」等があった。 
問２に対するコメント（主なもの）	

・「季節をより身近に感じた。改めて、生き物と共存している

ことを実感しました。」	

・「田んぼにこんなにもたくさんの生き物がいることに驚い

た。」	

問３に対するコメント（主なもの）	

・「怖がることなく、興味をもつようになりました。」	

・「虫の命を大事にするようになった。」	

・「虫嫌いを克服しました。」	

(ii)子供対象のアンケート 

参加者の子供にも記述式のアンケートを行ったが、年齢が

低いため、うまく情報の回収ができなかった。そのため、生

き物パネルを使用して「印象に残った生き物」を調査した。

やり方としては、生き物パネルに貼ってあるイラストから「印

象に残った生き物」を一人３つ選んでもらい、丸型シールを

上から貼ってもらった。子供たちがシールを貼り付けた動物

は以下の結果となった。（表４） 
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表４ 「印象に残った動物」として挙げられた動物（子供対象） 

種類 人数 

カヤネズミ ８ 
トンボ ５ 
カエル ３ 
カニ ３ 
イノシシ ２ 

バッタ ２ 

チョウ ２ 
 
大人対象と子供対象のアンケートで印象に残った動物の

上位１位、２位は共通してトンボとカヤネズミだった。トン

ボは他の動物と比べ出現期間が長く、種類数、個体数とも多

かったことなどから、印象に深く残ったのだと思われる（図

５）。カヤネズミは参加者が稲刈り中に巣を自ら発見したこと

やじっくりと観察できたことから印象に深く残ったのだと思

われる（図６）。 

 
図５ マユタテアカネ 

 
図６ カヤネズミ 

（iii）インタビューの質問項目と結果 

田んぼでの動物との出会いが、どのような影響を及ぼした

かについて、「関連物品の購入」、「動物に触れられるようにな

ったか」、「テレビ番組の選択」の3点を変化の指標として次
のインタビューをした。 
１．	図鑑や捕虫網などの動物や自然観察に関する物品の購

入等の変化はありましたか。 
２．	子供が生き物を触れるようになるなどの変化がありま

したか。 
３．	生き物のテレビ番組を選択して見るようになりました

か。 
	 インタビューの結果を表５、表６に示す。生き物に関連し

た物品を購入した家族は５家族中２家族だった。田んぼの体

験により生き物に触れるようになった家族は５家族中４家族

だった。新たに動物のテレビ番組を見るようになった家族は

いなかった。 
 
   表５ 図鑑や捕虫網などの購入 

家族 変化の有無と内容 

A家族	 ×	 前から持っている。	

B家族	 ○	 網、カゴ、図鑑	

C家族	 ×	 特になし。	

D家族	 ○	 ポケット図鑑	

E家族	 ×	 特になし。	

 
表６ 子どもが生物に触れるようになったか 

家族 変化の有無と内容 

A家族	 ×	 前から触れた。	
B家族	 ○	 カエル、虫が大丈夫になった。	

C家族	 ○	 今年から触れるようになった。	
D家族	 ○	 去年から触れるようになり、今年自分から捕

まえるようになった。（去年も本行事に参加）	
E家族	 ○	 チョウ・バッタ・トンボに触れました。	

 
５．考察 

年間を通じたお米作りの農業体験は、「動物との出会い」

の観点で意義ある機会となっていたと考える。以下の４点が

ポイントとして挙げられる。 
１．	田んぼとその周辺には川や草地など様々な環境要素が

あり、狭い範囲の中で多様な生物と出会うことができる。 
２．	田んぼでの体験は、都市ではあまり機会が多くない「水

辺の動物」との出会いがある。 
３．	一般に、川や海などにおける水辺の活動は溺れのリスク

があるが、田んぼは人工的な環境であり、水深が一定し

て浅いことなどから、比較的安全に行うことができる。 
４．	田んぼでの年間プログラムでは「お米作り」の文脈で春

の田植えから秋の収穫まで参加者の参加動機が維持さ

れる。その結果、参加者は同じ場所で年間を通じて動物

を観察する。 
以上のことから、お米作りの農業体験プログラムは本来の

目的である食や農業に関しての学びだけではなく、動物と出

会い、直接触れ、観察する場としても重要な機会と言える。 
 

６．謝辞 

本研究を行うにあたり、調査に御協力してくださいました

桂川ウェルネスパーク職員の皆様、アンケート・インタビュ

ーに御協力してくださいましたイベント参加者の皆様、イラ

ストの作成にあたりお手伝いをしてくださいました菊池理捺

様、それから御指導してくださいました古瀬教授に深く感謝

いたします。 
 
７．参考文献 

湊 秋作（2011）：３年間に渡る「田んぼ国際環境教育会議」
の総括	 日本環境教育学会,VOL.20-3 



帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科平成 27年度卒業研究論文 

資料：桂川ウェルネスパークの田んぼで観察された動物 

 
チョウ目 スジボソヤマキチョウ 

スジグロチョウ✽ 

キチョウ(キタキチョウ)✽ 

スジグロシロチョウ 

テングチョウ 

ヒメジャノメ 

アカボシゴマダラ✽ 

オオムラサキ✽ 

クモガタヒョウモン 

ツマグロヒョウモン 

コミスジ✽ 

クロヒカゲ 

ミヤマシジミ✽ 

ベニシジミ✽ 

ウラギンシジミ 

ルリシジミ 

マトシジミ 

イチモンジセセリ✽ 

スギタニシロエダシャク✽ 

ヒメシロモンドクガ 

キアシドクガ 

キクキンウワバ 

ゴマケンモン 

キハラゴマダラヒトリ✽ 

甲虫目 ナナホシテントウ✽ 

スジアオゴミムシ 

セアカヒラタゴミムシ 

ハンミョウ 

ムナビロアオゴミムシ✽ 

アオオサムシ 

コフキコガネ亜科 

セマダラコガネ 

シロテンハナヌグリ 

マメコガネ 

ナガゴマフカミキリ 

アカジマトラカマキリ✽ 

オオヒラタシデムシ 

キマワリ 

オジロアシナガゾウムシ 

サビキコリ 

オオキイロノミハムシ 

コクシヒゲハネカクシ 

マメゲンゴロウ✽ 

ミズスマシ 

トンボ目 シオヤトンボ✽ 

シオカラトンボ✽ 

オオシオカラトンボ✽ 

マユタテアカネ✽ 

ミヤマアカネ✽ 

コノシメトンボ 

ショウリョウトンボ 

ウスバキトンボ✽ 

ナツアカネ✽ 

オニヤンマ✽ 

オオアオイトトンボ 

ニホンカワトンボ 

ミヤマカワトンボ 

ミルンヤンマ 

ヤブヤンマ 

コオニトンボ 

タカネトンボ 

クモ目 オオシロカネグモ 

ヤサガタアシナガグモ✽ 

コアシダカグモ 

ウロコアシナガグモ 

ナガコガネグモ 

ワキグロサツマノミダマシ 

チュウガタコガネグモ 

コガタコガネグモ 

ササグモ 

ジョロウグモ 

デーニッツハエトリ 

イオウイロハシリグモ 

スジブトハシリグモ✽ 

バッタ目 ショウリョウバッタ✽ 

ヤマトフキバッタ 

オンブバッタ 

ハラヒシバッタ✽ 

ヤブキリ 

クサキリ✽ 

ヒメギス 

ツユムシ 

カメムシ目 ヒメアメンボ✽ 

コセアカアメンボ✽ 

ナミアメンボ✽ 

ムラサキシラホシカメムシ 

ヒグラシ 

ミンミンゼミ 

クモヘリカメムシ✽ 

その他の昆虫 

オスグロハバチ  

オオセイボウ 

ウタツハリバエ 

ヘビトンボ✽ 

フタスジモンカゲロウ 

ヤマトシリアゲ 

甲殻類 サワガニ✽ 

オカダンゴムシ✽ 

その他の無脊椎動物 

フトミミズ属の一種 

両生類 シュレーゲルアオガエル✽ 

ヤマアカガエル 

タゴガエル✽ 

ニホンアマガエル✽ 

爬虫類 ヒバカリ 

 カナヘビ✽ 

ニホントカゲ✽ 

鳥類 アオゲラ 

ガビチョウ 

スズメ 

 

ヒヨドリ 

哺乳類 カヤネズミ✽ 

イノシシ✽ 

ハクビシン✽ 

 

※✽がある生物は参加者も見られた生物 
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